



転問題に関しては、近代技術の現地社会へのそのままでの移転を考えた場合にはその多くが失敗する。近代技術が受容国 在来技術と連結することにより近代技術が現地社会に定着し、適合するのである。この問題をフィリピン・ミンダナオ山村のスカイラブ 事例 考察する。公共交通機関として町当局が認可
フィリピンは、群島国家である。最大の
島は首都マニラが置かれたルソン島で、次いでミンダナオ島である。ミンダナオ島中部にあるコンポステ ・バレー州のモ テビスタ町（図参照）を訪問した。同町へはミンダナオ島最大の 市であるダバオを北上する。刑務所の囚人労働 使った ナナ・プランテーション 知られたタグムから勾配のある坂道を進み、さらに北上すると同町に到達するが、海抜約六〇〇メールの高地で、さした 産業もな 山村である。
このモンテビスタに入ると最初に目に入












型乗合バスのジプニー が、乗客 少ない山村ではその運行回数は限られている。不十分な輸送手段に対応すべく、スカイラブが登場したわけである。収容する乗客数は左右の客席六人で、それに加えて乗客の荷物も乗せる（写真参照） 。
母親が幼児を連れ、荷物を抱えてこれに































二輪車をそのまま使用したハバルハバル（ 「くっつきあい」の意」 ）がそれである。運転手の前と後ろに乗客四、 五人がしがみ付くのである。幼児や荷物が加わることがあるので危険極まりない。このハバルハバルも町当局 認可を得ており、運賃はトライシクルと同じ七ペソである。
今ひとつはトライシクルを改造したパヨ
ンパヨン（ 「傘」の意）である れ 二人の乗客を乗せ、日 をかけたものであり、運賃はトライシクル並み スカイラブやハバルハバルに比べると乗客数 少なく三輪車であるから安定はしている。しかし国道に出た際にはすれ違い トラックなどにあおられて ラ スを崩す いった危ない側面もある。
スカイラブ、 トライシクル、 ハバルハバル、




( 写真 ) 鈴なりに乗客と荷物を乗せたスカイラブ
　　　　（コンポステラ・バレー州モンテビスタにて筆者撮影）
